


01はじめに

みんなでinochiの大切さと未来について考え、行動するプロジェクト。医療者、企業、行政そして
市民と患者も。関西・日本が、みんなで支え合いながら、健康で長生きできる街・国になることを
目指します。

一般社団法人inochi未来プロジェクトとは

理事のご紹介
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いのち輝く未来社会の実現を、皆さまとともに。

一人でも多くの心臓病に苦しむ患者さんのいのちを救うために、 日々医療の現場

でいのちと向き合い、格闘している医療者の立場から、 万博のテーマである「いの

ち輝く未来社会のデザイン」に ついて、フォーラムを開催させていただきます。 新

型コロナウイルスと闘い、共生し、予測できない不確実な未来に向かって 生きてい

くためには、いのちを救い、力を与え、つなぐ活動と、 経済社会活動が両立・循環

する、新しい社会共有価値をみんなで考え、 創り出すことが必要だと考えます。 今

回のご提案に少しでも興味を持っていただけた暁には、 ぜひ、いのち輝く未来社

会を実現するために、 ご理解と支援のほどよろしくお願い申し上げます。
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2021年度 inochi WAKAZO Project 共同代表 挨拶

inochi WAKAZO Project とは
はじめに

「若者の力でいのちを守る社会を創る」をミッションに医療系の学生を中心とした約150名の学生が活動する、次世代

イノベーター集団です。2つのメインプロジェクトである、ヘルスケア課題の解決を中高生と行う「課題解決型」のinochi 

Gakusei Innovators’ Program（i-GIP）、未来について考えそのあり方を万博でデザインする「未来提案型」WAKAZO、

両方の活動を行うことで、ミッションの実現を目指しています。

Yumi Kjima
東京医科歯科大学
医学部医学科
3年

Toya Onishi
滋賀医科大学
医学部医学科
2年

今年1年、私たちinochi WAKAZO Projectは活動の幅を日本全国へ、そして世界へと、大きく広げました。日本4地域に

加えて世界2地域でも、現地の若者とその土地ならではのヘルスケア課題解決に挑戦しました。加えて、世界の若者と

いのち輝く未来の在り方を描く熟議会も行い、若者の力で未来のヘルスケアを創る輪を広げてきました。本年度の活

動の集大成であるinochi WAKAZO Forum 2021のテーマは、YOUNG Living Lab for our “inochi”です。東京オリンピッ

ク・パラリンピックから熱いバトンをつなぎ、「いのち輝く未来社会のデザイン」がテーマの万博もあと4年。コロナのパ

ンデミックを経験し、いのちを守るだけではなくいのち輝くことの大切さを実感した私たちから、生命に加えて生活や

人生も含めたいのちの輝きが基盤となる、新たな未来を創っていく必要があります。創設から7年間、活動の輪を広げ

ながらもずっと「いのち」について考え、行動し続けてきた私たちだからこそ、ここから新たな「いのち輝く未来社会」が

創られるフォーラムとなります。次世代を担う若者の手で未来を切り拓くYOUNG Living Labを、どうぞご覧ください。最

後になりましたが、本フォーラムを開催するにあたりお力添えくださった全ての皆様に、厚く御礼申し上げます。

平本 京嗣 浅見 咲菜國富 太郎 橋本 晃貴 福本 和生 岸本 采子
慶應義塾大学
医学部医学科
5年

順天堂大学
医学部医学科
1年

順天堂大学
医学部医学科
4年

金沢大学
医薬保健学域
2年

徳島大学
医学部医学科
5年

大阪大学
法学部
3年

2021CORE MEMBERS

寺本将行（当時大阪大学医学部4年）らによりinochi学生プロジェクト創設
inochi学生フォーラムを初開催（これより毎年開催）

「2025大阪万博誘致若者100の提言書」：を大阪府に提出
inochi学生フォーラムに6カ国の海外大の学生が参加

若者の力で大阪万博誘致の実現を目指す「WAKAZO」本格始動
BIEの視察団に日本若者代表としてプレゼン

inochi学生フォーラム優勝チームのアイデアが社会に出てプロジェクトに
BIE総会にて日本代表の一人として招致プレゼン

万博に関する有識者委員として大阪府のワーキンググループに参加
inochi学生フォーラム初の関東開催

inochi Gakusei Innovators' Program初の徳島開催
inochi Gakusei Innovators' Program初の海外開催
（ロサンゼルス、マレーシア）
inochiのペイフォワード実証実験を実施

inochi学生プロジェクトをinochi WAKAZO Projectに改名
inochi学生フォーラムをinochi Gakusei Innovator’s Programに改名
inochi Gakusei Innovator’s Program 初の金沢開催
オンラインゼミ「inochi未来・WAKAZO適塾」開始
世界中の子供たちと作り上げるバーチャルパビリオンプロジェクト開始
生きるための交換日記プロジェクト開始
inochi Gakusei Innovator’s Program が
一般財団法人三菱みらい育成財団の助成事業に採択

これまでの歩み ・ 今年度の事業一覧

2019

2018

2017

2016

2015

2020

2021
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inochi Gakusei Innovators’ Program（略称 i-GIP）関西・関東・金沢・徳島に参加した中

高・高専生は、各界のトップランナーからの教育プログラムを含む計4ヶ月間を運営大学

生と2人3脚で歩み、プロジェクトを考案・実行してきました。また、ロサンゼルス、マレーシ

アと海外にも活動の場を広げました。人種間の軋轢、異文化の衝突...グローバル化を背

景に、すれ違いが絶えない現代、それでも、いのちの尊さ、他者に共感する温かい気持ち

は人間誰しも共通のはず。そんな信念で手を取り合い行動する国内外の若者の熱意、エ

ネルギーにぜひ触れてください。

inochi WAKAZO Projectの今年の活動の集大成である本フォーラム「inochi WAKAZO Forum 

2021 -YOUNG Living Lab for our "inochi"-」。

開催に寄せられたメッセージや、1年間の活動に込めた代表の想いをお伝えいたします。

「若者の力でいのちを守る社会を創る」を活動理念に、私たち若者の挑戦がここから始まります。
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inochi Gakusei Forum
若者の力でいのちを守る社会を創る

次世代のヘルスケアエポックメーカーの集い

KANSAI

ハシビロコウの
せぼね

KANSAI

MNHK2

KANTO

クロワッサン
三姉妹

KANTO

どさんこ
三姉妹

KANAZAWA

いもいも

TOKUSHIMA

おやつは
おにぎりーず

MALAYSIA

Capture

LOS

？？？？

敗者復活

？？？？

Teams

審査員 コメンテーター司会

國生 千代
大阪生まれ

兵庫育ちの

フリーアナウンサー

八木 雅和
・大阪大学大学院医学系

  研究科 招へい准教授

・Program Director,

  Japan Biodesign

池野 文昭
・Program Director (US), 
  Stanford Biodesign
・Advisory Director, 
  Japan Biodesign
  Researcher

飯島 勝矢
・東京大学高齢社会
  総合機構機構長
・未来ビジョン研究センター
  教授

澤 芳樹
・大阪大学大学院
  医学系研究系 特任教授
・大阪警察病院院長
・inochi未来プロジェクト
  理事長

Rajiv Bhanot
CEO and Co-Founder
of H2GO Global

Raffi Simonian
Senior Program Manager 
for Innovate@UCLA at 
UCLA’s Office of 
Advanced Research 
Computing

inochi WAKAZO Forum 2021 プログラム
はじめに

 opening

若者の力でいのちを守る社会を創る
13:30
    | 
13:45

私たちはコロナ禍を経験して、人とのコミュニケーションの方法が大きく変わり、

心が通い合い、躍り、跳ね、弾む機会が少なくなったことで、いのちの輝きの大切

さを改めて強く認識しました。今回のフォーラムでは、万博に向けたアクションの

宣言を通して、2025年やその先に向けたこれからの新たな未来社会を描きます。

 inochi Gakusei Forum

次世代のヘルスケアエポックメーカーの集い
13:45
    | 
16:45

今年度は、国内外(関東・関西・金沢・徳島・ロサンゼルス・マレーシア)から7つの

アイデアが集うグローバルコンペを英語、日本語併用にて開催します。当コンペで

は、コロナ禍において、いのちの大切さに気づいた若者が、今目の前で苦しむ人

々に共感し、実際に起こしたアクションにより考案した課題解決策を発表、審査し

ます。また、若者からの地域の創生に取り組むi-GIP金沢、徳島、九州からも活動内

容の発表がございます。

inochi EXPO Forum

いのち輝くバトンをここから
17:00
    |
18:30

WAKAZOは、「inochiのペイフォワード」によって誰もがいのちを守りあう未来を

創造しようと、大阪万博を起爆剤に実現するべく活動を続けています。今回inochi 

EXPO Forumでは、ドバイ万博のリアルな声を踏まえて、WAKAZOの描く未来デ

ザインや、世界中の若者の共創が生まれる場である「WAKAZO Summit EXPO 

2025」の開催について、未来を描く様々な方々をゲストに迎え熟議を展開します。
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協賛・後援のご紹介

i-GIP Partner

Bronze Sponsors

Friends Sponsors

経済産業省近畿経済産業局/ 公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会/ 公益社団法人関西経済連合会/ 一般社
団法人関西経済同友会/ 大阪商工会議所/ 公益財団法人関西・大阪21世紀協会/ 公益財団法人大阪観光局/ 大阪
府/ 大阪市/ 一般社団法人日本バイオデザイン学会/ 一般社団法人夢洲新産業・都市創造機構/ 一般社団法人 健康
医療クロスイノベーションラボ/ 大阪府立大学 観光産業戦略研究所/ 国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター
/ 一般社団法人 日本老年医学会/ 公益財団法人日本AED財団/ 一般社団法人徳島県助産師会/ 金沢大学融合研究
域/ 文部科学省/ 一般社団法人大阪府医師会/ 公益社団法人東京都医師会/ 独立行政法人日本貿易振興機構（ジェ
トロ）大阪本部/ 大阪大学大学院医学系研究科・医学部附属病院 産学連携・クロスイノベーションイニシアティブ 
  （順不同）

後援

私たち学生の活動は、支援してくださる素敵な大人の皆さまからのご協力で成り立っています。

Donation Partner

Platinum Sponsor

Silver Sponsors

Silver Sponsors

堺登美丘ライオンズクラブ

いのち輝くバトンをここから
in
oc
hi
 EX
PO
 Fo
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WAKAZOは、「inochiのペイフォワード」によって誰もがいのちを守りあう未来を創造しようと、大阪万博を起

爆剤に実現するべく活動を続けています。

今回のinochi EXPO Forumでは、ドバイ万博のリアルな声を踏まえて、WAKAZOの描く未来デザインや、世界

中の若者の共創が生まれる場である「WAKAZO Summit EXPO 2025」の開催について、未来を描く様々な方

々をゲストに迎え熟議を展開します。

Key Question

1. どうやって万博をきっかけにいのち輝く未来社会を実現していくか？

2. 万博で、未来に大きな影響を与えるような若者の活躍の場とはどのようなものか？

3. 若者に万博で期待することは？

鈴木 寛
東京大学・慶應義塾大学 教授

ファシリテーター

パネリスト

平原 依文
WORLD ROAD

共同代表

澤 芳樹
大阪大学大学院
医学系研究科 特任教授
大阪警察病院 院長

高橋 政代
株式会社ビジョンケア
代表取締役社長・
公益社団法人2025年
日本国際博覧会協会理事

中島 さち子
音楽家・数学研究者・STEAM教育者・
メディアアーティスト(株)steAm 代表取締役、
大阪・関西万博テーマ事業プロデューサー
(「いのちを高める」)

堺井 啓公
公益社団法人2025年
日本国際博覧会協会
広報戦略局長

木島 優美
WAKAZO代表
東京医科歯科大学
医学部医学科3年



KANTO 副代表
高橋 航一朗
Koichiro Takahashi

東京大学
経済学部経営学科

KANTO 副代表
大久保 孝慶
Takayoshi Okubo

東京大学
教養学部理科三類
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安藤 裕史
Hiroshi Ando

東京慈恵会医科大学
医学部医学科

メンバー紹介
はじめに

KANTO 代表
國富 太郎
Taro Kunitomi

順天堂大学
医学部医学科

森田 えりか
Erika Morita

慶應義塾大学
医学部医学科

北野 幸一郎
Koichiro Kitano

京都府立医科大学
医学部医学科

岡谷 一生
Kazuki Okatani

奈良県立医科大学
医学部医学科

中里 圭之介
Keinosuke Nakazato

奈良県立医科大学
医学部医学科

西川 麻弥
Maya Nishikawa

京都薬科大学
薬学部

河本 由希
Yuki Kawamoto

奈良県立医科大学
医学部医学科

髙濱 雅
Masaru Takahama

大阪医科大学
医学部医学科

古谷 壮一朗
Soichiro Furutani

大阪医科大学
医学部医学科

下浦 優希
Yuki Shimoura

大阪大学
医学部医学科

佐溝 真一
Shinichi Samizo

大阪大学
医学部医学科

西川 采那
Ayana Nishikawa

大阪大学
医学部医学科

鈴木 光穂
Mitsuho Suzuki

神戸大学
医学部医学科

武本 あかね
Akane Takemoto

京都大学
薬学部

牧野 未来
Mirai Makino

同志社大学
政策学部

亀田 隼大
Hayata Kameda

滋賀医科大学
医学部医学科

清田 侑花
Yuuka Kiyota

鳥取大学
医学部医学科

横井 莉緒
Rio Yokoi

鳥取大学
医学部医学科

松山 峻大
Shunta Matsuyama

滋賀医科大学
医学部医学科

伊東 駿一
Shunichi Ito

京都大学
薬学部

齋藤 珠乃
Tamano Saito

京都大学
薬学部

杉本 亞梨朱
Arisu Sugimoto

京都府立医科大学
医学部医学科

KANSAI 副代表

岸本 采子
Ayako Kishimoto

大阪大学法学部
国際公共政策学科

KANSAI 代表

大西 統也
Toya Onishi

滋賀医科大学
医学部医学科

KANSAI 副代表

天野 将明
Masaaki Amano

京都府立医科大学
医学部医学科

中澤 有佐
Yusa Nakazawa

奈良県立医科大学
医学部医学科

上垣 由紀
Yuki Uegaki

奈良県立医科大学
医学部医学科

●関西  ●関東  ●金沢 ●徳島  ●九州  ●マレーシア  ●ロサンゼルス  ●WAKAZO
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●関西  ●関東  ●金沢 ●徳島  ●九州  ●マレーシア  ●ロサンゼルス  ●WAKAZO

藤田 優梨香
Yurika Fujita

慶應義塾大学
医学部医学科

沓水 里穂
Riho Kutsumizu

東京医科歯科大学
医学部医学科

森 夏音
Kanon Mori
UCLA/カリフォルニア大学
ロサンゼルス校
公衆衛生学/医療政策

小薮 由依
Yui Koyabu

国際医療福祉大学
医学部医学科

篠田 和
Nodoka Shinoda

東京医科歯科大学
医学部医学科

佐竹 真生子
Maoko Satake

東京女子医科大学
医学部医学科

布川 淑恵
Yoshie Nunokawa

慶應義塾大学
医学部医学科

清水 真凜
Marin Shimizu

慶應義塾大学
医学部医学科

犬飼 理沙
Risa Inukai

慶應義塾大学
医学部医学科

高木 日向子
Hinako Takagi

慶應義塾大学
医学部医学科

䑓 崚
Ryo Dai

国際医療福祉大学
医学部医学科

浅見 咲菜
Sana Asami

順天堂大学
医学部医学科

崎原 大暉
Hiroaki Sakihara

東京大学
教養学部理科三類

滝本 亮成
Ryosei Takimoto

東京大学
教養学部理科三類

邱 龍一
Ryuichi Oka

オレゴン大学
経済学専攻/数学専攻

臼井 実莉
Minori Usui

東京医科歯科大学
医学部医学科

島 碧斗
Rikuto Shima

東京大学
教養学部文科一類

渡辺 優
Yu Watanabe

東京大学
教養学部理科一類

樋口 百合花
Lilika Higuchi

日本医科大学
医学部医学科

新田 友海
Yu Nitta

東北大学
医学部医学科

佐藤 雄大
Yudai Sato

東北大学
医学部医学科

野村 瞭
Ryo Nomura

日本医科大学
医学部医学科

野村 怜太郎
Rentaro Nomura

聖マリアンナ医科大学
医学部医学科

森田 帆貴
Hodaka Morita

筑波大学
医学群医学類

名取 啓
Hiraku Natori

日本医科大学
医学部医学科

尾方 優香
Yuka Ogata

北里大学
医学部医学科

佐藤 蘭子
Ranko Sato

千葉大学
医学部医学科

北村 美織
Miori Kitamura

千葉大学
医学部医学科

KANAZAWA 副代表

小堀 拓磨
Takuma Kobori
金沢大学人間社会学域
国際学類米英コース

KANAZAWA 代表

橋本 晃貴
Koki Hashimoto
金沢大学
医薬保健学域医学類

塩谷 拓人
Hiroto Shiotani

慶應義塾大学
医学部医学科

原田 駿
Shun Harada

慶應義塾大学
医学部医学科
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山田 峻矢
Shunya Yamada

金沢大学
総合教育部理系

中村 温雅
Atsumasa Nakamura

金沢大学
融合学域先導学類

岡本 岳人
Taketo Okamoto

金沢大学
融合学域先導学類

棚元 彩乃
Ayano Tanamoto

北陸大学
薬学部薬学科

中山 海緒
Mio Nakayama

金沢大学
医薬保健学域医学類

中井 洸我
Kohga Nakai

徳島大学
医学部医学科

竹原 優
Yu Takehara

徳島大学
医学部医学科

本田 剛士
Takeshi Honda
徳島大学大学院
創成科学研究科理工学専攻
光システムコース

TOKUSHIMA 代表

福本 和生
Kazuki Fukumoto
徳島大学
医学部医学科

TOKUSHIMA 副代表

岩田 悠利
Yuri Iwata
徳島大学
医学部医学科

小林 優音
Yune Kobayashi

徳島大学
医学部医科栄養学科

金谷 亮徳
Ryotoku Kanaya

金沢大学
医薬保健学域医学類

鈴木 志温
Shion Suzuki

北陸大学
薬学部薬学科

吉田 愛
Ai Yoshida

福井大学
医学部医学科

浜谷 真帆
Maho Hamaya

金沢大学
人間社会学域法学類

小川 太陽
Taiyo Ogawa

金沢大学
医薬保健学域薬学類

定免 泰誠
Taisei Jomen

金沢大学
総合教育部理系

長尾 薫
Kaoru Nagao

公立小松大学
保健医療学部看護学科

細坪 瑞貴
Mizuki Hosotsubo

公立小松大学
保健医療学部看護学科

佐藤 みちる
Michiru Sato

金沢大学人間社会学域
人文学類心理コース

矢﨑 雄也
Yuya Yazaki

金沢大学
医薬保健学域医学類

石﨑 明珠
Mei Ishizaki

金沢大学
医薬保健学域医学類

笹嶋 友里
Yuri Sasajima

金沢大学人間社会学域
国際学類ヨーロッパコース

桐山 朋子
Tomoko Kiriyama

金沢大学人間社会学域
国際学類

遠藤 真穂
Maho Endo

金沢大学新学術創成研究科
融合科学共同専攻M2

大薮 樹生
Tatsuki Oyabu

金沢大学
医薬保健学域医学類

川上 真維
Mai Kawakami
北陸大学
国際コミュニケーション学部
心理社会学科

谷口 千尋
Chihiro Taniguchi

金沢大学
医薬保健学域医学類

南 茜里
Akari Minami

金沢大学医薬保健学域
保健学類看護学専攻

山地 夏鈴
Karin Yamaji

金沢大学医薬保健学域
保健学類検査技術科学専攻

辻 このり
Konori Tsuji

北陸大学医療保健学部
医療技術学科

TOKUSHIMA 副代表

関根 礼乃
Ayano Sekine
徳島大学
医学部医学科
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國富 太郎
Taro Kunitomi

順天堂大学
医学部医学科

末永 あおい
Aoi Suenaga

徳島大学
医学部医学科

塚田 さら
Sara Tsukada

徳島大学
医学部医学科

多田 啓夏
Haruka Tada

徳島大学医学部
保健学科看護学専攻

高橋 涼樹
Ryoju Takahashi

徳島大学医学部
医科栄養学科

川本 敦士
Atsushi Kawamoto

徳島大学
医学部医学科

岡久 凜香
Rinka Okahisa

徳島大学
医学部医学科

奥 咲和
Sawa Oku

愛媛大学
医学部医学科

安福 麻実
Mami Abuku

徳島大学医学部
保健学科看護学専攻

納 遥
Haruka Osame

徳島大学医学部
保健学科看護学専攻

垂水 柚奈
Yuna Tarumi

徳島大学理工学部
情報光システムコース

纐纈 桃子
Momoko Koketsu

徳島大学
医学部医学科

小谷 侑愛
Yua Kodani

徳島大学
医学部医学科

長船 直加
Naoka Osafune

徳島大学
医学部医学科

溝口 萌花
Moka Mizoguchi

徳島大学
医学部医学科

矢葺 琉斗
Ryuto Yabuki

徳島大学医学部保健学科
放射線技術科学専攻

小堀 拓磨
Takuma Kobori

金沢大学人間社会学域
国際学類米英コース

KYUSHU 共同代表

重松 真菜
Mana Shigematsu
久留米大学
医学部医学科

KYUSHU 副代表

水谷 愛
Manami Mizutani
九州大学
医学部医学科

川江 優月
Yuzuki Kawae

熊本大学
医学部医学科

吉田 尭史
Takashi Yoshida
久留米工業高等専門学校
機械・電気システム工学専攻
（機械工学コース）

永野 七海
Nanami Nagao

熊本大学
医学部医学科

高木 奏子
Soko Takaki

熊本大学
医学部医学科

佐味 彪太朗
Hyotaro Sami

東京医科歯科大学
医学部医学科

高泉 優
Yu Takaizumi

東京慈恵会医科大学
医学部医学科

清水 真凜
Marin Shimizu

慶應義塾大学
医学部医学科

松村 侑香
Yuka Matsumura

慶應義塾大学
医学部医学科

森田 瞳
Mana Morita

東京大学教養学部
前期課程理科三類

安達 千紘
Chihiro Adachi

九州大学
医学部医学科

KYUSHU 共同代表

井崎 愛音
Anon Izaki
熊本大学
医学部医学科

小薮 由依
Yui Koyabu

国際医療福祉大学
医学部医学科

藤丸 良
Ryo Fujimaru

徳島大学
医学部医学科
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森 夏音
Kanon Mori

UCLA Computational and
Systems Biology

カリッサ・ズー
Carissa Zhu

UCLA Computational and
Systems Biology

谷口 朋
Tomo Taniguchi

東京大学
薬学部

増田 奈保子
Nahoko Masuda

大阪大学
医学部医学科

上芝 彩季
Saki Ueshiba

智辯学園和歌山
高等学校

松井 瞳
Hitomi Matsui

東京医科歯科大学
歯学部歯学科

麻生 怜子
Reiko Aso

東京医科歯科大学
医学部医学科

中本 好乃
Yoshino Nakamoto

神戸大学医学部
保健学科看護学専攻

WAKAZO 共同代表

木島 優美
Yumi Kijima
東京医科歯科大学
医学部医学科

平野 大貴
Daiki Hirano

日本大学
歯学部歯学科

WAKAZO 副代表

飯塚 遼馬
Ryoma Iizuka
東京学芸大学附属
国際中等教育学校卒業

安藤 和泉
Izumi Ando

慶應義塾大学
環境情報学部

高岡 亜瑠
Aru Takaoka

神奈川県立保健福祉大学
保健福祉学部栄養学科

長田 優斗
Yuto Osada

埼玉医科大学
保健医療学部臨床工学科

佐野 歩里
Ayuri Sano

東京医科歯科大学
医学部医学科

WAKAZO 副代表

小島 祐依
Yui Kojima
日本医科大学
医学部医学科

中井 洸我
Kohga Nakai

徳島大学
医学部医学科

近間 仁美
Hitomi Chikama

大阪大学医学部
保健学科看護学専攻

重松 真菜
Mana Shigematsu

久留米大学
医学部医学科

平本 京嗣
Atsushi Hiramoto

慶應義塾大学
医学部医学科

田中 祐太朗
Yutaro Tanaka

コロンビア大学理工学部
応用数学/応用物理学科

吉村 麻央
Mao Yoshimura

徳島大学
医学部医学科
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inochi Gakusei Innovatorsʼ Program 2021 KANSAI / KANTO

KANSAI / KANTO

本フォーラムでは、4か月間の取り組みの集大成として、10月下旬から11月上旬に行われた選考会にてファイナ

リストとなった関西・関東各2チームずつとフォーラム当日に決定する敗者復活戦を勝ち抜いた1チームを加え

た計5チームによるプレゼンテーションが行われ、最優秀チームにはプランの実現のための資金援助の賞金15

万円が授与されます。金沢・徳島・マレーシア・ロサンゼルスからは優勝した1チームずつが登壇し、各テーマに

合わせた課題とプランについての4ヶ月の集大成をお見せいたします。

『フレイルと、向き合い、一人でも多くの人に、一秒でも長く、健康を。』
2021年 inochi Gakusei Innovatorsʼ Program 関西関東 テーマ

inochi Gakusei Innovatorsʼ Program  とは

inochi Gakusei Innovatorsʼ Program （旧 inochi学生フォーラム / 略称 i-GIP） とは、

inochi WAKAZO Projectが運営するヘルスケア課題解決策創出プログラムです。

本プログラムは関西で2015年から毎年開催されており、2019年に関東、2020年に金沢、2021年には徳島、マレ

ーシア、ロサンゼルス、と国内に留まらず海外にも進出しました。これまでの6年間で日本含め世界7か国から

総勢 758名 の修了生を輩出しています。2~4人から成る中高・高専生のチームが数ヶ月間に渡り、各業界のト

ップランナーによる教育プログラムや医学生を中心とした大学生メンターによるメンタリングを受け、私たち一

人ひとりが考えなくてはならないヘルスケア課題解決に取り組みます。参加者は課題解決のためのプランを自

ら考え、実行し、「ヘルスケアアントレプレナー」としての第一歩を踏み出しています。修了生の一部は大学進学

後に再びinochiに運営として戻り、自分たちの経験を後輩たちへと伝え、「ヘルスケアアントレプレナー」として

自分自身も学びを得て更なる成長を遂げていきます。

私たち若者が、ヘルスケアに関わる課題に向き合い、解決策を創出する。

大西統也

代表挨拶（KANSAI）

i-GIP KANSAI Project Leader

滋賀医科大学医学部医学科

私の曾祖母はフレイルを知らず要介護となり、ベットの上で寝たきりとな

って亡くなりました。寝たきりとなった曾祖母の姿は今でも鮮明に覚えて

います。

誰しもが陥る可能性のあるフレイル。英語でfrailtyと表されるように、心理

的な面、社会的な面でも虚弱な状態を指します。現在の日本では、1800

万人もの方がフレイルに該当すると言われており、多くの方がフレイルだ

と気付かないうちに要介護状態となっていきます。

心身の機能が衰え、家族や地域の人との繋がりがなくなった状態で生き

ながらえたいとは思いません。健康で、かつ、大切な人たちとの繋がりの

中で幸せを感じながら生きたいと私は思います。

フレイル対策を通じ、一人でも多くの高齢者が、一秒でも長く健康で、幸

せに暮らせる社会を創りたい。そんな想いから、中高生とともに高齢者に

向き合って課題を解決するべく、アクションを起こしてきました。

このプロジェクトで生まれた我々若者のアイデアが、目の前の高齢者を救

い、未来の高齢者である自分たちをも救います。

代表挨拶（KANTO）

國富太郎

i-GIP KANTO Project Leader

順天堂大学医学部医学科

僕の祖母は、幸いなことにフレイルではありません。しかし、僕が小さい頃

に比べると、筋力などの低下はみられます。

加齢につれて心身の生理的機能は低下していきます。これは避けること

ができません。ですが、要介護状態になることは避けることができます。こ

の時、鍵となるのが、フレイルであると考えています。私にとって、フレイル

とは希望の概念です。身近な人を要介護にさせないための希望の概念

です。

フレイルと向き合うことは、日本の高齢者の健康を守ることだけを意味す

るものではありません。高齢化先進国である日本だからこそ、これからの

高齢社会における新しい健康のあり方を提案できると考えています。

高齢者のいのちに希望を、世界に未来の健康のあり方を。

日本の中心であり社会の核である東京に暮らす僕たちから、これからの

医療を担う僕たちから、社会に届けます。

若者が、フレイルと向き合い、1人でも多くの人に、

1秒でも長い健康を届けます。
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オンライン・オフライン併用での開催

前橋女子高等学校

愛知淑徳高等学校
立教女学院高等学校
女子学院高等学校
渋谷教育学園渋谷高等学校

公文国際学園
仙台二華高等学校
聖光学院高等学校 ・ 中学校
佐野日本大学中等教育学校

東洋英和女学院高等部
渋谷教育学園幕張高等学校

慶應義塾湘南藤沢高等部

立命館慶祥高等学校
市川高校
武蔵野大学附属千代田高等学院
慶應義塾女子高等学校
広尾学園高等学校
八千代松陰高等学校
学習院女子高等科一関第一高等学校

豊島岡女子学園高等学校
東京学芸大学附属高等学校
日比谷高校
フェリス女学院高等学校
横浜市立南高等学校
S高等学校

灘高等学校
雲雀丘高等学校
関西大倉高等学校
天王寺高等学校

智辯和歌山中学校
奈良学園登美ヶ丘高等学校
近畿大学附属豊岡高等学校
清教学園高等学校

神戸女学院高等部
三国ヶ丘高等学校
高槻高等学校 ・ 中学校　

洛南高等学校
清風南海高等学校
大谷高等学校

今年のi-GIPの教育プログラムは、COVID-19の感染状況に応じてオンラインとハイブリッドの2種類の形式を使い分け

て実施いたしました。参加中高・高専生のリクルート、面接、教育プログラム、そしてこのinochi WAKAZO Forum 2021ま

で、zoom、miro、remo、Slackなど、様々なオンラインツールを用いて行いました。

オンラインでの開催時には、海外を含む遠方の方々にご講演していただくことや、i-GIPの地域を超えた交流をするこ

ともできました。

KANSAI

KANTO

7年目に突入した「inochi Gakusei Innovators’ Program」。今年度は以下に掲載する、中学校・高等学校・高等専門学

校から多くの学生が参加しました。 （順不同）

今年度参加校一覧
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身体

フレイルについて

フレイルとは、健康な状態と要介護状態の中間に位置し

ます。身体的機能や認知機能の低下、さらには精神面、

社会面の虚弱が見られます。

しかし、適切な治療や予防を行うことで要介護状態に進

まずに済む可能性があります。

世界一の長寿国；日本において、要介護状態を予防する

ことは重要な課題です。世界的に高齢化が進む中、日本

の取り組みに世界が注目しています。

精神

社会

認知機能の低下

抑うつ

独居

経済的困窮

社会的交流の減少

筋力低下　低栄養

口腔機能低下

ポリファーマシー

アドバイザーの先生方（順不同） フレイルに関して … 緑 / 教育プログラムに関して … オレンジ

牧迫 飛雄馬先生

・ 鹿児島大学医学部保健学科

   理学療法学専攻

   基礎理学療法学講座教授

・ 国立長寿医療研究センター

   予防老年学研究部 客員研究員

藤原 佳典先生

東京都健康長寿医療センター
研究所
社会参加と地域保健研究チーム
研究部長(チームリーダー）

池野 文昭先生

Program Director (US),

Stanford Biodesign

Advisory Director,

Japan Biodesign

荒井 秀典先生
国立長寿医療研究センター
理事長

飯島 勝矢先生
・ 東京大学
   高齢社会総合研究機構機構長
・東京大学未来ビジョンセンター
   教授

近藤 和泉先生
・ 国立長寿医療研究センター副院長
・ リハビリテーション科部長
・ 健康長寿支援ロボットセンター長
・ 厚生労働省老健局参与
　（介護ロボット担当）

山田 実先生
筑波大学人間系 教授

八木 雅和先生

大阪大学大学院
医学系研究科
招へい准教授
Program Director,

Japan Biodesign

今年度の活動について
KANSAI / KANTO
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今年度教育プログラム
KANSAI / KANTO

KANTOKANSAI KANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANTOKANSAI

07/11

KICKOFF MEETING

フレイル解決に熱い思いを持っ
た仲間たちとの顔合わせ。課題
解決の1歩を
踏み出しました。

08/08

COMMUNITY×TECH DAY

課題解決においてコミュニティや
テクノロジーをどのように用いるの
かについて理解を深めました。

08/29

PROTOTYPING DAY

プロトタイプの意義を
学び、実際に作成を体験しま
した。

07/25

DESIGN THINKING DAY

デザイン思考の意義を知り、
課題の発散と
収束の手法を学びました。

08/01

MENTORING DAY #1

ヒアリングから見つけ出した
課題に対して、フレイルの専門
家や複数の大学生からフィード
バックをもらいました。

07/11

KICKOFF DAY

4ヶ月間、共にi-GIPを走り抜け
る中高生と大学生メンバーが
集まり、士気を高めました！

07/23

INTERVIEW DAY

課題を見つけていくうえで、今中高生が
行っている、ヒアリングを大学生メンター
と見直すよい機会になりました！

07/25

DESIGN THINKING DAY2

よい課題とは何か、課題の設定方法につ
いて安斎様のご講演から学び、大学生と
共に課題の発散を実践していく上で、こ
れまでしてきたヒアリングの意義を体感
できた日になりました。

07/22

DESIGN THINKING DAY１

課題解決において重要なデザイン
思考について金安様に講演をして頂
き、ヒアリングの参考ともなるインタ
ビュー形式で金安様から医師の金
井様の取り組みについて伺って頂き
ました。

KANSAI KANTO

09/05

中間コンペ

i-GIPスタート後2か月間の取り組みを
発表し、課題と解決策について評価を
行いました。

09/12

MENTORING DAY #2

中間コンペで審査員の方からいただい
た指摘を踏まえて、課題や解決策を修
正するための助言をいただきました。

09/26

PROSPECTING DAY

グローベルヘルスや医療ベンチャー
について学び、世界や起業の道があ
ることを考える機会にしました。

10/03

PRESENTATION DAY

プレゼンの構成や表現技法、意識す
べきデザインを学び、人に伝える重要
性を学びました。

10/10

MENTORING DAY #3

自分達のアイデアを社会実装していく
上でのアクションの取り方を学びまし
た。

10/24

inochi フレイル Forum 

KANSAI 2021

inochi WAKAZO Forumへの登壇権
をかけ、各チームが全力で4ヶ月間の
取り組みを発表しました。

08/08

MINI PITCH DAY 1

全チームがヒアリングなどを通して発見
した「課題」を発表した後、順位の発表
を行いました。審査員からの評価を受
けたことでより良い課題解決へのさら
なる一歩を踏み出すことができました。

08/29

MINI PITCH DAY2

様々な大学生が中高生のプレゼンテー
ションのフィードバックとメンタリングを
行いました！09/19

一次選考会

inochi KANTO healthcare summitに進
出するチームを選抜する1回目の選考会
で、全チームがプレゼンを行いました。特
に優秀な3チームが選抜されました。

09/26

COOPERATION DAY

社会実装を目指し解決策を企業にアピ
ールすることでコラボレーションを目指
しました。また、講演を通じて社会実装
のマインドを伝えました。10/24

二次選考会

inochi kanto summit で審査を受ける上
位12チームを選抜する選考会です。中
高生ならではの課題、解決策のアイデア
が発表されました。

10/31

inochi kanto healthcare summit

関東の中高生が高齢の方に向き合い、
見つけたアイデアを社会へ発信しました。
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KANSAI ゲスト紹介 (敬称略)

KANASAI/KANTO

07/11 KICKOFF MEETING
澤芳樹/ inochi未来プロジェクト理事長

寺本将行/ inochi WAKAZO Project創設者
07/25 DESIGN THINKING DAY

荒井秀典/ 国立長寿医療研究センター理事長
木川田一榮/ 大阪大学大学院国際公共政策研究科 客員教授

08/01 MENTORING DAY #1
牧迫飛雄馬/ 鹿児島大学 医学部保健学科理学療法学専攻 基礎理学療法学講座

堤本広大/ 国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター
08/08 COMMUNITY×TECH DAY

西智弘/ 川崎市立井田病院 腫瘍内科緩和ケア内科医長・
一般社団法人プラスケア代表理事

下村明司/ 株式会社 Magic Shields代表取締役
山海嘉之/ 筑波大学システム情報系教授・サイバニクス研究センター研究統括・

F-MIRAIセンター長・CYBERDYNE(株)代表取締役社長兼CEO
08/29 PROTOTYPING DAY

西川登偉/ 和歌山県立医科大4回生
奥野洋子/ 都築電気株式会社 広報

09/05　中間コンペ
池野文昭/ Stanford Biodesign Advisory Director

若林秀隆/ 東京女子医科大学病院リハビリテーション科 教授
清元佑紀/ inochi未来プロジェクト推進委員

09/12 MENTORING DAY #2
塩瀬隆之/ 京都大学総合博物館准教授
宇井吉美/ 株式会社aba 代表取締役

09/26 PROSPECTING DAY
池野文昭/ Stanford Biodesign Advisory Director

金森サヤ子/ 大阪大学COデザインセンター特任講師
10/03 PRESENTATION DAY

前田鎌利先生/ 書家・プレゼンテーションクリエイター
10/10 MENTORING DAY #3

Gaiax・スタートアップスタジオ協会
山本愛優美/ Nexstar CEO・慶應義塾大学環境情報学部3年

横田宗/ NPO法人アクション代表
10/24 inochi フレイル Forum KANSAI 2021

阿久津靖子/ 一般社団法人日本次世代型先進高齢社会研究機構代表理事・
千葉大学医学部附属病院特任准教授・

株式会社MTヘルスケアデザイン研究所代表取締役
守本陽一/ 一般社団法人ケアと暮らしの編集社代表理事・

公立豊岡病院出石医療センター総合診療科
其道忠久/ inochi未来プロジェクト事務局・株式会社電通

藤本遼/ 株式会社ここにある代表取締役
岡山泰士/ 株式会社一級建築士事務所STUDIOMONAKA代表

KANTO ゲスト紹介 (敬称略)

07/11 KICKOFF DAY

鈴木寛/ 東京大学・慶應義塾大学教授
07/22 DESIGN THINKING DAY１

金安塁生/ 株式会社BIOTOPE

金井哲也/ 医療法人社団明康会かない内科院長
07/23 INTERVIEW DAY

宮坂道夫/ 新潟大学医学部保健学科教授
07/25 DESIGN THINKING DAY2

安斎勇樹/ 株式会社MIMIGURI代表
08/08 MINI PITCH DAY 1

山田実/ 筑波大学人間系教授
中原楊/ i-GIP KANTO 2020代表・慶應義塾大学医学部

08/29 MINI PITCH DAY2

田邉翼/ inochi未来プロジェクト推進委員・大阪大学医学部
09/19　一次選考会

飯島勝矢/ 東京大学高齢社会総合研究機構機構長・未来ビジョン研究センター教授
植田拓也/ 東京都健康長寿医療センター研究所・東京都介護予防・

フレイル予防推進支援センター副センター長（老年学博士・理学療法士）
北川潤之介/ 戦略コミュニケーションプランニング・クリエイティブディレクター

寺本将行/ inochi WAKAZO Project創設者
堀井秀之/ i.schoolエグゼクティブディレクター・

（一社）日本社会イノベーションセンター（JSIC）代表理事・東京大学名誉教授
09/26 COOPERATION DAY

津田真吾/ INDEE Japan 代表取締役テクニカルディレクター共同創業者
伊藤春花/ メドキャリ合同会社

髙野洋/ 株式会社東急エージェンシー・1メディアビジネスユニット「no.oo」
岡田紗季/ 慶應義塾大学総合政策学部・AEDi 起業

渋川駿伍/ Kakedas代表・起業家
10/24　二次選考会

吉村典子/ 東京大学医学系研究科特任教授
小嶋雅代/ 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

老年学・社会科学研究センターフレイル研究部
山田達也/ inochi学生プロジェクト2018代表・大阪大学医学部

中原楊/ i-GIP KANTO 2020代表・慶應義塾大学医学部
10/31 inochi kanto healthcare summit

鈴木寛/ 東京大学・慶應義塾大学教授
田中里佳/ 順天堂大学医学部形成外科学講座教授

石見陽/ メドピア株式会社代表取締役社長CEO(医師･医学博士)

秋山弘子/ 東京大学名誉教授・東京大学高齢社会総合研究機構客員教授

25
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関西最優秀賞チーム
フォーラム登壇チーム一覧
 KANSAI / KANTO

自分たちの力で高齢者が抱える問題を細分化し、課題解決に取り組んできた全43チームの

中高生・高専生たちのうち、関西・関東から各2チームずつが本フォーラム登壇権を勝ち取りました。

彼ら・彼女らのたった一度きりのプレゼンテーションに込めた、熱い想いを是非ご覧ください。

「フレイルと、向き合い、一人でも多くの人に、一秒でも長く、健康を。」

1. ハシビロコウのせぼね　 「ごくごくタイマー」

2. MNHK2 　「仕事帰りサウナクラブ」

3. どさんこ三姉妹　 「ツルっとすってん要介護」

4. クロワッサン三姉妹　 「出た？んぽぽ」

PRESENTATION TEAMS

inochi WAKAZO Forum 2021
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関東最優秀賞チーム

KANSAI / KANTO28

関西優秀賞チーム
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最終選考会の様子

KANSAI / KANTO30

関東優秀賞チーム



33KANSAI / KANTO32 KANSAI / KANTO

KANSAI

アイデアアーカイブ
 inochi Gakusei Innovator’s Program KANSAI / KANTO

応募倍率約7倍を潜り抜け、inochi Gakusei Innovatorsʼ Program 2021に参加した関西・関東の
中高生たち。彼ら・彼女らがこれまでたくさんの方々にご協力をいただきながら考え抜いた、珠玉
のアイデアをご紹介します。

TEAM NAME （ アイデア掲載順 ） 

KANSAI

大近ぼし
TEAMあるぱか
AMAR
4・de・リング
蒼龍
Fun Time Home!!
Plaisir!
T-暁
タフタフ
パトスⅤ
ふぉーたか
みーとこーんどりあ
喜導愛楽
克己
美少女戦隊白樫

KANTO

vinca rosea
sidewalk
明日のお嬢
193
ハダカデバネズミ
nyanPAWS
Quintetto 
初山踏
しらたま
愛優花
運命共同体
もえるチンアナゴ
LCCC
恋蛍
フォース

ハーモニー
夢がモリモミ
City River
超光栄
とっぽ
あしなが
やわもちーず
Out of Control
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KANSAI
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KANSAI

小見出し
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KANSAI

小見出し



小見出し

4140 KANSAI / KANTO KANSAI / KANTO

KANSAI / KANTO



小見出し

4342 KANSAI / KANTO KANSAI / KANTO

KANTO



4544 KANSAI / KANTO KANSAI / KANTO

KANTO

小見出し



小見出し

4746 KANSAI / KANTO KANSAI / KANTO

KANTO



小見出し

4948 KANSAI / KANTO KANSAI / KANTO

KANTO



小見出し

5150 KANSAI / KANTO KANSAI / KANTO

KANTO
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5人に4人

8.7分
テーマ説明

心臓突然死とは、主に不静脈によって心臓が正常に機能しなくなり脳に血液が循環せず死に至る
疾患です。

近年、心臓突然死で毎年約８万人の方が命を落とされています。そのうちのおよそ80％が60歳以
上の高齢者ですが、20歳以下の若者や子供でも心臓突然死になるリスクは大いにあります。また
、心停止した人の1か月後の生存率は6.0～7.7％と極めて低いです。心停止してから1分経つごと
に生存率が10％も下がり、蘇生されたとしても脳に大きなダメージが残ることがあります。つまり、
心臓突然死から命を救うために、その場に居合わせた人による救命行為（心臓マッサージ及び
AEDによる除細動）が必要不可欠だということです。また、心停止の起こる場所の約66％が住宅（
特に居室、浴槽）です。

心臓突然死を引き起こす要因は大きく３つあります。生活習慣病によるもの（後天的に心臓病を患
うケース）、事故によるもの（胸部にものが当たる溺れる等突発的な事故によるケース）、先天性の
もの（先天的に心臓病を患っているケース）です。

私たちが取り組む課題は、単に心臓突然死といっても多岐にわたります。心臓突然死の予防、予
測、発見、通報、救命、搬送等です。まだまだ多くの切り口がこの問題には存在すると思います。未
だ解決されていない問題を高校生とともに見つけ、解決し、多くの命を救いたいです。

inochi Gakusei Innovators’ Program 2021 KANAZAWA

KANAZAWA

inochi Gakusei Innovators’ Program
2021 KANAZAWA 代表
金沢大学医薬保健学域医学類2年

橋本 晃貴

代表挨拶

心臓突然死について考える

5人に4人
あなたはこの数字が何の数字かわかりますか？
この数字は心肺停止状態で救急搬送された方のうち亡くなる方の割合です。
愛する人、大切な友人はもちろん目の前で人が倒れた時、私たちは助けたいと願うもの
です。その純粋な願いを胸に 119 番通報をし、懸命に助けようとします。そして救急
隊が到着したときにはホッとして安心することでしょう。病院に到着すればより一層ホ
ッとするのではないかと思います。
しかし、現実は儚く悲しいものです。

8.7 分
救急隊が現場に到着するまでには平均で約 8.7 分かかります。
心肺停止状態になってから通報に至るまでを考慮すればおおよそ10分もかかってお
り、 救急隊が到着する頃には回復が難しくなっているという現実があります。

医療者ではなく市民が救う命
5人に4人が助からないという現状を変えることはできないのでしょうか?
これらの方々は本当に救えない命だったのでしょうか?
本当はもっと多くの方の命を救うことができるのです。
命を救う鍵は居合わせた方による救急隊到着前の一次救命処置の実施と発症前の早期発
見です。私たちは医療者の視点からではなく、まだ何物にも染まっていない高校生の柔軟な
視点から心臓突然死問題を見つめ、市民が主体となって真に命を救うことができる解決策を
創出することを目指しました。

想いを繋ぎ、救える命を必ず救う～代表の想い～
私は高校生の時、inochi 学生フォーラム(本プロジェクトの前身)で心臓突然死問題に挑戦し
ました。 その際に、心臓突然死で大切な娘様をなくされたお母様のお話を拝聴する機会に恵
まれました。 大切な娘さまを突然奪われた悲しみはとても言葉にできるものではないにもか
かわらず、その方は 2 度と同じ悲しみを生み出さないためにと懸命に活動されており、 その
方のお話がきっかけで「救える命は絶対に救う」と決心しました。

「挑戦の途中」
救える命は必ず救い、人々の幸せを守る。
私たちはそのような社会を金沢から実現することを目指して活動しております。 本日は皆さま
に私たちのこれまでの歩みとこれからの夢をご紹介いたします。
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ABOUT

i-GIP 2021 KANAZAWAの教育プログラムで私たちが中高生に伝えたかったこと。それは、学び
は机の上では完結せず、そして一人でも完結しない、ということです。私たちは学校で教えられるよ
うな事物を学びとは呼びません。学びとはもっと大きなものであり、他人から押し付けられるもの
ではなく、自ら考えたこと、思ったことに端を発するものであると考えます。私たちはその部分に徹
底的に動かしました。頭を動かし、口を、手を、耳を動かし、他者と交流し共有していく。そのプロセ
スから感じ取ったこと、思ったこと、考えたことを新たなアイデアとして発散していくこと。金沢の教
育プログラムの真髄はここにあると思います。
それを達成するために、金沢の教育プログラムでは4つのテーマを定めました。

今年度教育プログラム
KANAZAWA

心臓突然死について自分事として理解する大きな問題意識の提起

デザインシンキングを始めとする思考フレームワークの取得

「伝える」「伝わる」プレゼンテーション・ピッチ技能の取得

何よりも「楽しい」「ワクワクする」と思ってもらえる充実の教育プログラムDay

私たちの願い

まずは心臓突然死の現状を知る。そして、現場へ赴き救急隊員や心臓突然死で家族を失われた
家族の方へのヒアリングなどを通じ、生の声を聴く。リアルにこだわってほしい。そこから真の課
題解決が始まると考え、観察・共感からプランの創出へ励みました。
「リアル」から、中高生の手によって生み出されるフレッシュなアイデアをより広くたくさんの人に
伝え、社会を、世界を動かしていくためには聞く人々を魅了する表現技法の取得が必要不可欠で
す。そのため、私たちは課題解決の技法を伝える「創る」ことを考えることに留まらず、「伝える」こ
とも考え、中高生と共に成長してきました。そして私たちはi-GIP 2021 KANAZAWAを修了した中
高生が、医療分野に留まらず、様々な分野で広く活躍してくれることを期待しています。i-GIP 
2021 KANAZAWAが終わってもここで得た学びをアップデートし、使い続けてもらう、そのため
に教育プログラムのゴールとしても 「楽しい」 「ワクワク」 を据えています。ここでの学びをアップ
デートし、使い続けてもらうことこそがより良い金沢を創ることに直結していると考えたからです。
そして、そんな経験を提供できるのは私たちしかいないと自負しています。いつかどこかで、修了
した中高生の名前を再び見聞きすることを期待しています。

07/11 KICKOFF
参加者全員が始めて一堂に会したこの日。命の大切さ、私たちが取り組む
問題の大きさを体感しました。i-GIP 2021 KANAZAWA、はじまりの日です。
▶ゲスト
澤芳樹/大阪大学大学院医学系研究科 特任教授・大阪警察病院 院長
岡島正樹/金沢大学附属病院 救急部 部長 

07/18 DESIGN THINKING DAY
イノベーティブなアイデアを生み出すための思考フレームワークである、デザイン思考のレクチャ
ーと実践からアイデア創出の基礎を学びました。
▶ゲスト
田端俊英/富山大学学術研究部工学系・
工学部知能情報工学コース 
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08/21 PRESENTATION DAY
アイデアをより多くの人へ伝えるために必要不可欠なスキルであるプレゼンテーションについて
のレクチャーから、技能を習得しました。
▶ゲスト
薬王俊成/WAKAZO元執行代表・日本赤十字社和歌山医療センター
wild idea/2016年度inochi 学生フォーラム 最優秀賞

10/10 メタ認知DAY
金沢最終フォーラムまでの1ヶ月間、高校生達がアイデアに磨きをかけるために、相互批評の時間
を通じて自分たちを客観視する力を習得しました。 

教育プログラム

KANAZAWA 09/19 MENTORING DAY
中間発表の結果を受けてこれからの期間で何をすれば自分たちのアイデアがさらに伸びていく
のか、過去の修了生やメンター経験者からアドバイスをもらい、アイデアを磨きました。
▶ゲスト
山本雄貴/株式会社ドローンショー代表取締役 
増田奈保子/inochi WAKAZO Project 元代表・大阪大学医学部医学科4年 
中原楊/i-GIP 2020 KANTO 代表・慶應義塾大学医学部医学科3年 
岡田沙季/i-GIP 2016 KANSAI修了生・慶應義塾大学総合政策学部4年 

07/25 COMMUNITY×TECH DAY
心臓突然死がどれほど深刻な問題なのか、どこに課題を抱えているのか、
ゲストと実際に実地でのAED探しや心臓マッサージ体験を通じて全身で
体験しました。
▶ゲスト
桐田寿子/NPO法人いばらき救命教育 AEDプロジェクト理事・NPO法人
ちば救命 AED普及研究会・ASUKAモデル関係遺族
鯉江宏樹/株式会社Unity 代表取締役　
機材協力：金沢大学医薬保健学域医学類

09/05 中間発表
これまでの課題解決の成果を審査員の方々へプレゼンを行い、これから何をすべきかを再設定し
ました。
▶審査員
田端俊英/富山大学学術研究部工学系・工学部知能情報工学コース 
薬王俊成/WAKAZO元執行代表・日本赤十字社和歌山医療センター 
増田奈保子/inochi WAKAZO Project 元代表・大阪大学医学部医学科4年 
橋本晃貴/i-GIP 2021 KANAZAWA 代表・金沢大学医薬保健学域医学類2年 

11/17 金沢 inochi 学生フォーラム
inochi WAKAZO Forum 2021への登壇権をかけ、各チームが最後のプレゼンテーションを行った
他、基調講演などで命の大切さを再認識しました。
▶ゲスト
岡島正樹/金沢大学附属病院 救急部 部長
米田隆/金沢大学融合系教授 
田端俊英/富山大学学術研究部工学系・工学部知能情報工学コース 
桐田寿子/NPO法人いばらき救命教育 AEDプロジェクト理事・NPO法人ちば救命 AED普及研究
会・ASUKAモデル関係遺族 
石見拓/京都大学環境安全保健機構健康管理部門附属健康科学センター予防医療学分野教授
小西正則/金沢市消防局指導救命士

10/24 プレゼン練習DAY
金沢 inochi 学生フォーラムへ向けてプレゼンテーションの練習を行いました。
▶ゲスト
安田有輝/i-GIP 2015 KANSAI 修了生NISHIYAMATOメンバー・金沢大学医薬保健学域医学
類4年 

08/09 PROTOTYPING DAY
頭で考えたアイデアを形にすることで新たな学びや気づきを得られる。それを実現するために大
切なプロトタイピングについてレクチャーを行いました。
▶講演者
小堀拓磨/i-GIP 2021 KANAZAWA 副代表・教育プログラム統括・金沢大学人間社会学域国際
学類米英コース4年
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テーマ説明

産後うつに着目した理由は、自分が守りたいと思った「家族の絆」形成が赤ちゃんが生まれて
家族になったばかりの最も初期の段階で行われることを知ったからです。

これまでの「育児は1人でできるもの」「赤ちゃんはお母さんが勝手に育ててくれる」と言った
メッキは女性の社会進出や核家族化の進行により剥がれてきました。これからの時代、育児に
参加できない旦那さんへの奥さんからの愛情はとても低くなります。
また、今や4人に一人が産後うつとまで言われ、お母さん一人で子育てをさせる社会に限界が
きていることがわかります。育児疲れで心身ともに疲弊してしまい、子どもにも、自分のパート
ナーにも愛情を感じなくなり、ひどい時には自殺、虐待、子殺し、愛着障害の誘発、父親の産後
うつなど周囲へも悪影響が広がります。そんな状態で健康な家族の絆が養えるでしょうか。
今こそ、私たち若者から「当たり前」を改めて問い直す必要があります。

この連鎖を断ち切り、子育てをもっと伸び伸び生き生きと、そして健康的な家族の絆が形成さ
れ、生み出される幸せな家族で社会を満たせられるように私たちができること。
産後ストレスの軽減はまさにその一歩であると考えました。

「全ての家族がお互いを愛す世界」
そんな世界の実現を目指します。

inochi Gakusei Innovators’ Program 2021 TOKUSHIMA

TOKUSHIMA 徳島に「inochi Gakusei Innovators’ Program」を立ち上げて一年が経とうとしています。
まず始めに、ここまで一緒に取り組んできてくれたメンター、サブメンター、コアメンバー、クリエ
イティブメンバーの皆様に感謝を伝えたいと思います。私1人の力では間違いなくここまでたど
り着けていませんでした。
初年度で、休みや給料ももちろんなく、大学の授業・課題をこなしながらの大規模な運営は非
常にタフで厄介なものであったと想像に難くありません。
本当にありがとうございました。

さて、この一年私たちは何を徳島にもたらすことができたでしょうか？

元々、進む超高齢社会を背景に、若者と大人を隔てる壁を取っ払うべく、双方に交流する理由
を設定する「若者の力でいのちを守る社会を創る。」を理念としたヘルスケア課題解決創出プ
ロジェクト「inochi Gakusei Innovators’ Program」を導入しました。これは、現在ほとんど交流
の無かった、知識や技術を吸収したい若者と蓄積した知識と熟練した技術を持つ大人をシー
ムレスに繋ぐ仕組みを作るために、繋がる理由となる課題を、数あるヘルスケア課題の中から
毎年策定し若者たちで解決に向けた試行錯誤の挑戦を続けるプロジェクトです。

「学生に課題解決など出来るものか」
「余計なことはせずに勉強しろ」
そのような声もよく聞きました。しかし、当事者の思いを知るために行われる頻回のヒアリング
等で、中高生の真摯に課題に取り組む姿勢が評価されてか
最近ではちらほら
「若者から産後うつ、ひいては子育てに興味を持ってくれて嬉しい」
「本当にこの子たちなら悩みを解決してくれそう」
という声を聞くことが増えました。アンケートをとると中高生側でも、大人に話しかけに行くこと
に抵抗を感じることが減った、と答える人が増えており、まだ始まったばかりですが、順調に若
者と大人の架け橋になるという目的が達成されつつあると感じています。

ですが、まだまだ第一歩が出たばかり。
i-GIP徳島は今後もヘルスケアに興味のある若者が社会とのつながりを感じ、自分の「やりた
い」を発見、挑戦できる、またそんな若者を「面白い」とサポートしてくれる大人たちで構成され
る循環型社会の創造を目指して邁進していく所存です。

ぜひこれからも応援のほどよろしくお願いします。

inochi Gakusei Innovators’ Program
2021 TOKUSHIMA 代表
徳島大学医学部医学科5年

福本 和生

代表挨拶
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開催イベント

TOKUSHIMA

09/25 ランニングC実行！
9月は「がん撲滅month」ということで、「注文を間違える料理店」を企画した小国士郎さんらが
主催するdeleteC大作戦に携わらせてもらいました。「市民一人一人の力でがんを治せる病気
にしよう」の思いの如く、徳島ではがん研究にカジュアルに関与するため市内を走って各参加
中高生に「C商品」を届け、deleteを共に行う「ランニングC」を行いました。詳細を知りたい方
は「deleteC大作戦2021」で検索！

10/09 FLS×GIP -若者よ大志を抱け-
徳島大学の「蔵本外国語研究会」さんとコラボイベントを行いました。世界の産後うつ事情に
ついて海外の論文や取り組みをもとに調べて発表を行います。また、今後のために英語論文
の調べ方や医学英語についてのクイズ大会も行いました。

10/10 Panel with 〇〇
2050年の未来を考える「ムーンショット計画」に選出された東北大学チームと精神科医の先
生を巻き込み「夢と希望溢れる未来の子育て」についてパネルディスカッションを行いました。
現実を考慮しつつどんな未来があったらいいか、どんな未来にしていきたいかについて中高
生の率直な考えをもとに議論しました。

05/15 i-GIPマッサージ
吉野川市のオンライン育児コミュニティ「つながる子育ての森」さんに出張マッサージをして参りまし
た。マッサージをしながらお母さんたちのお話を伺います。いつもお世話になっている人に少しでも
恩返しができた良い1日でした。

08/12 Special Talk Session vol.1
重見 大介 先生
遠隔診療アプリ「産婦人科オンライン」を運営している産婦人科の重見大介先生に「コミュニティー
とテクノロジーを使った新しい妊産婦のメンタルヘルスケア予防について」レクチャー後、座談会を
していただきました。産婦人科×公衆衛生で初めて可視化された自宅にいるお母さんたちの正確な
メンタルヘルスデータに基づいてのお話はとてもわかりやすかったです。

09/29 Special Talk Session vol.2
水野 敬也 先生
「夢をかなえるゾウ」を代表作とし、その他多数の啓発本を出してこられた作家の水野敬也先生と
「これからの環境と子育て」について座談会を行いました。恋愛や結婚出産について、ざっくばらん
にお話しさせていただき、予定時間を過ぎてまで質問がなくならないという熱い会となりました。

今年度の活動について
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07/11 第1回 KICK OFF
半年間にわたるプログラムのスタートを切るとともに、デザイン思考のファーストステップであ
る共感・観察への理解を深めました。
▶ゲスト
大谷 香澄/株式会社シルバーウッド
苛原 稔/徳島大学大学院 医歯薬学研究部研究部長
寺本 将行/inochi WAKAZO Project創設者

09/04.05 MENTORING DAY
▶ゲスト　川竹 絢子/WAKAZO 元執行代表

07/22 第２回
徳島県の産婦人科医会会長から徳島の妊産婦のメンタルヘルス現状を伺ったのち、助産師さ
んへのヒアリングでは事前に準備した質問をもとに課題の発散のためのヒントを得ました。
▶ゲスト
春名 充/徳島産婦人科医会会長
坂本 めぐみ/公立小松大学
他、徳島大学助産師２名

08/08 第３回
講演やワークショップを通して、産後うつ研究の最新の知見を得るとともに、基礎医学の重要性
に気づく1日となりました。午後からの1分ピッチでは中間発表に向けてイメージをつかみました。
▶ゲスト
尾崎 紀夫/名古屋大学教授 精神科医　
八木 新之助/2019年度 i-GIP優勝チーム生
安藤 哲也/NPO法人ファザーリング・ジャパン代表理事

08/27 中間発表会
はじめて外部の方から自分たちの自分たちのアイデアを批評され改めて進むべき道を模索す
る中高生。自分だけではたどり着けない景色への第一歩です。
▶ゲスト
西山 知恵子/アンター株式会社取締役COO
大島 由起雄/NPO法人きずなメール・プロジェクト代表理事
原田 剛/株式会社ワイヤーオレンジ代表兼取締役社長

09/12 第4回
漫画コウノドリのモデルとなった荻田先生のご講演では産後うつとホルモンの関係につい
て興味深いお話を伺いました。プロトタイプ作成では、他チームとの交流を通してお互いに刺
激を受け合うこととなりました。
▶ゲスト
八木 雅和/大阪大学医学系研究科特任准教授　
荻田 和秀/りんくう総合医療センター産婦人科

11/03 最終発表会
それぞれの思いを胸に、半年間の集大成を発揮しました。この半年で学んだことを次のステ
ージで生かせるようこれからもいのち輝くために学び考え続けます。
▶ゲスト
天辰次郎/株式会社Asuken Inc. 執行役員兼COO  
服部伴之/株式会社ファーストアセント代表取締役CEO  
北岡和義/徳島大学教養教育院創成科学教育分野准教授
産業院教育・経営支援部門長　
森脇智秋/徳島県助産師会　
太田恵理子/合同会社ハビリテ代表  
宮城治男/NPO法人ETIC設立者　

09/26 第5回
ピッチコンペを通して社会実装に向けた具体的なアドバイスを頂きました。カードディスカッ
ションやパネルディスカッションではSRHRについて主体的に学ぶ最高の機会となりました。
▶ゲスト
木村 正/日本産科婦人科学会理事長
徳島ニュービジネス協議会の皆様

TOKUSHIMA

今年度教育プログラム



MALAYSIA 65MALAYSIA64

アイデアシート

これまでinochi WAKAZO Projectは主に国内で課題解決プログラムを行ってきました。しかし、
今年度はその活動をマレーシアにも展開させ、オンライン上においてマレーシアの大学生と
日本の大学生による課題解決プログラムを行いました。我々は、マレーシアにおいて依然主
要なヘルスケア問題となっている「デング熱」をハッカソンのテーマとして選び、マレーシアの
大学生と積極的にコミュニケーションを取ることで、その課題解決に挑戦しました。

メンターである八木雅和先生のご講演より、どのように課題設定を行うべきかという方法論
を学びました。また、講演の後グループに分かれて何回かブレインストーミングを実施し、国
境を越えて親睦を深めつつ、実際に課題設定を行いました。

1日目の内容を踏まえて、各グループが課題解決の仮案を作り、発表を行いました。発表の評
価を八木先生から受けた後、マレーシア現地で実際にWHOで働かれている田中先生から、
マレーシア現地でどのようなデング対策が行われているかを学び、課題解決プランの具体的
な実装について考えました。

2日目以降、これまでの講義やグループ間の意見交換を踏まえて、各グループが、それまで設
計した課題解決プラン・プレゼンに更に磨きを掛けるべく努力しました。そして最後に、活動
の集大成として、5名の審査員の方々の前で最終プレゼンを行いました。

1日目

2日目

３日目

inochi Gakusei Innovators’ Program in MALAYSIA

MALAYSIA

● 優勝チーム 『Capture』

● 準優勝チーム 『Denggu Slayers』
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\ 2021年11月より、ロゴを新調しました /

inochi未来・WAKAZO適塾

誰もがいのちを守れる
未来社会を作り上げることを
目標とした産官学民若で

共創するオンラインゼミです。
弊団体が昨年8月より主催しており、

2021年8月に最終回を
迎えることができました。

海外共創

若者ならではの
フットワークの軽さを生かし、
世界中の情熱ある若者と

直接関わりながら、
より良い未来を作りたいと

考えています。

WAKAZOとは

医療系学生を中心とした150名以上からなる次世代イノベーター
集団「inochi WAKAZO Project」が行っているプロジェクトの一つ
です。（inochi WAKAZO Project は、中高生課題解決プログラム「
inochi Gakusei Innovator’s Program（i-GIP）」と「WAKAZO」の、2つ
のプロジェクトに分かれています。）
大阪万博を起爆剤にして社会に大きな変革を起こすため、今年
度は18名で活動しています。

WAKAZOについて
WAKAZO

 『誰もがいのちを守り合う、新たな未来を創造する。』
WAKAZOのミッション

inochiのペイフォワードプロジェクト

WAKAZOが構想する
「いのちを守り合う社会」を、

2025年の大阪・関西万博を通して
提案します。

その第一歩として、
2021年12月に第一回となる
実証実験を行う予定です。

・「inochi未来・WAKAZO適塾」全8回が終了
・「inochiのペイフォワードプロジェクト」第一回実証実験（2021年12月）
・海外の若者との共創を開始「WAKAZO Global Discussion Event」（2021年11月） 

「2025大阪万博誘致若者100の提言書」を元松井大阪府知事に提出

「万博のインパクトを活かした大阪の将来に向けたビジョン有識者ワーキング
グループ」有識者委員として、「ウェルビーイング中心社会/万博」を提言

WAKAZOの歴史

・BIE総会で日本代表団の一員として、WAKAZOメンバーが万博招致プレゼン
・大阪 関西への万博誘致が決定

若者の力で大阪万博誘致の実現を目指す団体として、
「WAKAZO」が本格始動。

inochi未来フォーラムにて、宮田裕章先生、石黒浩先生、博覧会協会副事務総長の
森清様などをお招きし、「inochiのペイフォワード」の構想を発表

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2025 大阪・関西万博

「inochiのペイフォワード」によっていのちを守り合う未来を、WAKAZO は実現します。

代表挨拶 「若造」である私たちには、未熟なところもあるかもしれない。でも、私たちがこれから過

ごす未来だからこそ、私たちの手で未来を創っていきたい。そんな想いを持って、万博

のテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」の 1つとして、誰もがいのちを守るこ

とに貢献できる「 inochiのペイフォワード」を考案し、現在実装に向けて実証実験を進め

ています。世界中の若者と共に未来を作る場を目指して、万博にて、サミットの開催も構

想しています。2025年に次世代のリーダーが集い、次の未来を創る始点となる万博、そ

してその先のいのち輝く未来の実現に向けて、もうWAKAZO は動き出しています。

WAKAZO代表 東京医科歯科大学 医学部医学科 3年 木島 優美 

万博若者会議

万博誘致 成功の瞬間

BIE来日時プレゼン
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inochiのペイフォワードとは

ペイフォワードとは誰かを大切にする想いの循環という意味です。 WAKAZO が構想する「inochi のペイ

フォワード」は、「誰かのいのちを守りたい」という思いから、自分のヘルスケアデータを提供するシス

テムです。これにより研究や開発が進むことで、今守ることのできていない「いのち」を市民で守り合う

ことを目指します。

日常のヘルスケアデータの提供が進むことは、誰かのいのちを守ることができると同時に、データの解析

により提供者もさらに健康になることが期待されます。私たちはこのシステムによって、誰かのいのちを

守ることにより自分のいのちも守る「市民でいのちを守り合う」社会を実現したいと考えております。

「inochiのペイフォワード」プロジェクト
WAKAZO

inochiのペイフォワードの例 「運動中に突然亡くなってしまう人を救いたい」

「いのちを守りたい」
意志のあるデータ提供

運動中 大学や企業 薬やデバイスに。

データを活用して
研究・開発

感謝のフィードバック

健康のフィードバック

運動中の突然死を防ぐ

WAKAZO 初の実証実験

【実証実験後の構想】 NFT を用いたアートの制作
・実証実験に参加する想いをテーマにしたデジタルアートを制作をする予定です。
・新たなフィードバックの形として、NFTを用いて協力してくださった方々に価値を分配するできます。
・アート作品を通して「いのちを守り合う」という価値観を広められることが期待されます。

① 参加者へのアンケート形式でデータを収拾

② 実際のランニングデータを計測

③ サンタラン実施後、アンケートやウェアラブルデバイスのデータを解析し、
　 結果をフィードバック

実施方法

inochiのペイフォワード 未来図

「誰もがいのちを守り合う」未来を創りたい。

今年度WAKAZOは、「Great Santa Run 2021:Virtual」を最初の舞台として、

新たな未来社会を実現させるための実証実験「inochiのペイフォワードプロジェクト」を行います。

参加者がサンタランの中でデータを提供することで、いのちを守ることへと繋がる。

そんな新たなチャリティーの形を私たちは提案します。

今年度は「サンタラン参加者のランニングと身体活動量の定量的評価探索的研究」をテーマに、参加者に対

する短期的なフィードバックと、ヘルスケアデータについて考えるきっかけ作りを行い、来る 2025 年の大阪・

関西万博に向けて「inochi のペイフォワード」を実現するための第一歩とします。

※テーマは変更となる場合がございます。

△ Osaka Great Santa Run 2020の様子

日時：2021 年 12 月 4 日（土）～5 日（日）/ 両日とも雨天の場合 12 月 18 日（土）に延期いたします。
場所：花園中央公園芝生広場（東大阪市鷹殿町、松原南 1・2 丁目、吉田 6・7・8 丁目）
対象：「Great Santa Run2021:Virtual（https://www.santa-run.com/）」に参加された方々の一部希望者

実施概要

Great Santa Run2021:Virtual における inochi のペイフォワード 実証実験

△ 実証実験のポスター
　（募集は終了しました）
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inochi未来・WAKAZO適塾について

 「inochi未来・WAKAZO適塾」とは、誰もがいのちを守れる未来社会を産官学民若で作り上
げることを目標としたオンラインゼミです。各回にはテーマを設けられており、その分野の最
先端でご活躍されている講師によるご講演と、WAKAZOメンバーが掲げるkey questionに
沿った、講師の先生方とWAKAZOメンバーによるパネルディスカッションで構成されていま
す。弊団体が2020年8月より開催し、8月17日の第8回で最終回を迎えました。

inochi 未来・WAKAZO 適塾
WAKAZO

第1～4回

第1回　総論：最先端医療×データサイエンスとinochi CSVについて
第2回　データ駆動型社会から共感価値型社会へ
第3回　データ駆動型社会の中で求められる生きる幸せとは
第4回　ヘルスケアデータインフラが引き起こす社会の変化とは

第五回 データを用いた新しい 『 いのちを守り合う社会 』 の実現に向けて

2月12日（金）18:00～20:30

堂目 卓生 先生（大阪大学社会ソリューションイニシアティブ（SSI）長・大学院経済学研究科教授）
岸本 充生 先生（大阪大学社会技術共創研究センター長）

第六回 新規システムの普及を促す『仕掛け』とは？

4月8日（木）18:00～20:00
松村 真宏先生（大阪大学教授）

第七回 市民参加型のヘルスケアの実現に向けたソーシャルデザイン

7月8日（木）18:20-20:00

上田玄 様（大阪府健康医療部健康推進室国民健康保健課括主査）
土岐 博 先生（大阪大学特任教授）

第八回 万博×データヘルス×若者＝？

8月17日(火)18:00-20:00

宮田 裕章 先生（慶應義塾大学医学部教授）
澤 芳樹 先生（一般社団法人inochi未来プロジェクト理事長・
大阪大学大学院医学系研究科保健学科未来医療学寄付講座教授 ）

2020年8月に開催された第1回適塾のテーマは「データ駆動型社会と若者」でした。
いのちを守り合う社会のため、若者だからこそ出来ることは何か、WAKAZOは考え続けてい
ます。第2～4回では、「データに溢れる社会の中で、価値や幸せはどう生まれるのか」を大き
なテーマとし、豊かでありながら幸福を感じにくいとされる日本で、若者はどう未来を捉え、
価値観を変容させるべきなのかを考えてきました。

▽ グラフィックレコード作家あるがゆうさんによる

 　                                         第一回のグラフィックレコード

▽ 第1~４回のダイジェスト動画 （Youtube）

第1回 第2回 第3回 第4回

第5~8回では、WAKAZOがこれから2025年の大阪・

関西万博を見据えて取り組んでいく「inochiのペイフォ

ワード」の実証実験に関して、また、これからの社会に

おけるデータヘルスに関して、データヘルス分野にお

いて第一線でご活躍されている先生方をお招きし、パ

ネルディスカッションを行いました。
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 Key Word --- 熟議

海外共創の目指すところ

大阪・関西万博を見据えて、日本のみならず世界中の若者と未来を共

創することです。若者ならではのフットワークの軽さを生かし、世界中の

情熱ある若者と直接関わり、意見を出し合うことで、より良い未来を作

りたいと考えております。

WAKAZOが取り組む海外共創 ・ 今年度の記録

WAKAZO

海外共創で大事にしていることは、「熟議」です。お互いに異なる文化や価値観、環境、境遇を認め合い、１つの

ことについて深く議論することで、素晴らしい未来を作ることができると信じています。

WAKAZO Global Discussion Event 2021

11月5日にWAKAZO Global Discussion Event 2021を開催いたしました。バングラデシュ、ナイジェリア、イギリ

ス、アメリカなど、世界各国から総勢２０名の若者がオンラインで集まり、小児のデータ提供に関する親の決定を

テーマに話し合いました。それぞれの国の文化や個人の価値観を反映した意見を聞くことができ、とても有意義

なイベントにすることができました。

2021年12月には、世界各国から若者を集め、デジタルヘルスに関するグローバルアイデアソンを行う予定です。

TEAM EXPO

WAKAZOのメインプロジェクトである「inochiのペイフォワード」は、TEAM 

EXPO2025の共創チャレンジに登録されています。

TEAM EXPO2025とは多様な人たちがチームを組み、多彩な活動で大阪・

関西万博とその先の未来に挑む、みんながつくる参加型プログラムのこと

です。また、共創チャレンジは自分たちが描くワクワクする未来社会の実現

に向けての活動のことを指します。

2021年度 登壇などの記録　

川竹絢子

第1回万博サクヤヒメ会議

木島優美

第18回「関西から観光立国・立圏を考える」意見交換会「大阪・関西万博と観光

ＰＡＲＴⅡ～万博と観光復興のデザイン」

木島優美、小島祐依

第8回夢洲新産業・都市創造セミナー

『いのちを高める未来社会の共創～２０２５大阪・関西万博に向けて』

木島優美

第二回学生万博会議

小島祐依

大阪・関西万博 EXPO PLL Talks「いのちを高める」シリーズKickoff！

―未来の地球学校：あなたと共に創る協奏社会！―

木島優美

朝日地球会議2021 ―大阪・関西万博 未来社会どう描く―

川竹絢子

01/18(月)
川竹絢子、木島優美、増田奈保子

『いのちを広げ、いのちを響き合わせる未来共創フォーラム～２０２５大阪・関西万博に向けて』

05/26(水)

05/29(土)

06/16(水)

08/05(木)

08/27(金)

10/21(木)

11/15(月) 第11回夢洲新産業・都市創造セミナー

『万博プロデューサーとの共創～未来を共に創るBeyond SDGs万博に向けて』

logologo















一般社団法人 inochi 未来プロジェクトは、「みんなで inochi の大切さと未来について考え、行動するプロジェクト」。
「inochi のひとつくり・ものつくり・まちつくり」の３つを提唱し、2025 年大阪関西万博を通して世界へと発信することで、50 年、100 年後の未来
社会がより良いものとなるよう活動しています。
私達の活動は、皆様からの暖かいご支援により支えられ、ここまで大きく成長して参りました。

あなたのご支援で
inochi 輝く未来社会の
実現へ

inochi WAKAZO 会員になる

学生 ￥3,000 / 年

社会人 ￥10,000 / 年

※お支払いは各種クレジットカード対応。一年ごとの自動更新となります

私達の活動を継続的に支援してくださる方への会員制度です。

RETURN ささやかな御礼の表明

プロジェクト優先観覧権利・限定イベントの案内などを毎年お送りいたします

アニュアルレポートにお名前を記載いたします
アニュアルレポート・御礼のお手紙を毎年送付いたします

私達の活動・取り組みについてのメールでお知らせいたします

単発サポーターになる
単発のご支援制度です。金額はご自由に選択頂けます。
各種クレジットカード・銀行振り込みに対応しています。

RETURN ささやかな御礼の表明

アニュアルレポートにお名前を記載いたします
アニュアルレポート・御礼のお手紙を送付いたします

私達の活動・取り組みについてのメールでお知らせいたします

支援をお考えくださる方へ
左のQR コードより、「inochi WAKAZO 基金」ページにアクセスしてください。
ご希望の支援制度を選択し、決済に進んでください。記入情報に不足がある場合適切な御礼がお送りできない場合がござ
いますので、注意事項をよく読んでご支援いただくよう、よろしくお願い致します。
個人情報は当団体プライバシーポリシーに則り適切に管理します。

お問い合わせ先
一般社団法人 inochi 未来プロジェクト

info@inochi-wakazo.org

https://inochi-wakazo.org

医療者・企業・行政そして市民と患者も。関西・日本が、みん
なでささえあいながら、健康で長生きできる街・国になること
をめざす一般社団法人です。
理事長の澤 芳樹をはじめとする９人の理事で構成されています。
また、医大生を中心とする「inochi WAKAZO Project」とも連携し、
多くの世代を巻き込んだ活動を行っています。

inochi Gakusei Innovators’ Program
（i-GIP）特別サポータになる
毎年開催の i-GIP 参加者の関係者様限定の単発支援制度です。
支援額￥15,000 でのご用意です。

RETURN ささやかな御礼の表明

私達の活動・取り組みをメールでお知らせいたします
i-GIP 特製のアルバムを送付いたします

アニュアルレポートにお名前を記載いたします
アニュアルレポート・御礼のお手紙を送付いたします

大阪大学大学院医学系研究科 特任教授
大阪警察病院 院長

澤 芳樹

DESIGN

Riho Kutsumizu
Aru Takaoka
Yu Takehara

Akane Takemoto
Atsushi Hiramoto
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	80,81-協賛4(三井住友海上、阪急、新進化学、プラス、テルモ、KRP3種)のコピー
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